
しかおい 議会だより議会だより

■ 2013 年 1月 25日発行　　　　■発行者　北海道鹿追町議会

                                  【E-mail】 gikai@town.shikaoi.lg.jp

       【URL】 http://www.town.shikaoi.lg.jp/

第 117号第第第第第第第 号号号第第第第第 111111117777 号号号号号

12月定例会開催
一般一般
質問質問

6

4

2

2人2人の議員が問うの議員が問う

8

 鹿追町の魅力発見！フォトコンテスト2011　　
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地域おこし協力隊の２人が活動

まちなか会議総括

122月定定例例会会開催催12月定例会開催
「対話する議会を目指して」
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えて十勝発展のため頑張って欲しいですね。

ま
ち
な
か
会
議

（（まち会 議
かな

住民と議会を結ぶ
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鹿
追
町
議
会
は
「
対
話
す
る
議

会
」
を
目
的
に
、
住
民
の
皆
さ
ん

と
懇
談
を
重
ね
、
多
く
の
意
見
を

い
た
だ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
を
政
策
に

反
映
さ
せ
る
よ
う
広
聴
活
動
に
力

を
注
い
で
い
ま
す
。

　

ま
ち
な
か
会
議
で
出
さ
れ
た
意

見
・
要
望
を
内
部
で
検
討
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
所
管
委
員
会
で
精
査

し
、
要
望
、
対
策
を
町
側
に
提
示

し
て
い
ま
す
。

　

ま
ち
な
か
会
議
の
意
見
要
望
が

ど
の
よ
う
に
生
か
さ
れ
て
い
る

か
、
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

◎
予
算
化
さ
れ
た
要
望
、
意
見

・
活
き
生
き
商
品
券
の
発
行

・
年
末
大
売
り
出
し

◎
新
年
度
に
向
け
て
の
事
業
要
請

・
花
火
大
会
の
継
続

平成 24年　まちなか会議の実施状況

平成 24年 1月 20日

平成 24年 4月 5日

平成 24年 6月 30日

平成 24年 7月 11日

平成 24年 8月 21日

平成 24年 8月 24日

平成 24年 10月 5日

平成 24年 11月 7日

平成 24年 11月 29日

平成 24年中のまちなか会議は計 9回、101 人の町民に参加いただきました。

議会報告会
12 月定例会

議会報告会
3 月定例会

懇　談　会
JA しかおい常勤役員との懇談会

議会報告会
6 月定例会

懇　談　会

お呼ばれ懇談会
鹿追町商工会との懇談会

議会報告会
9 月定例会

教育委員との懇談会

お呼ばれ懇談会
十字街商店会との懇談会

お呼ばれ懇談会
道の駅しかおい直売所との懇談会

主な内容
・十勝の消防広域化に向けての鹿追町の対応
・小中高一貫教育、研究指定校の継続、カナダ・地球学
・ごみ最終処分場の状況　その他
（参加者 10人）

主な内容
・民間賃貸住宅家賃補助について
・バイオガスプラント、しゃくなげ荘の収支状況
・増築したワーキングセンターの利用について　その他
（参加者 23人）
主な内容
・農協の第 9次農業振興計画について
・バイオガス消化液の活用
・雇用者住宅の確保　その他
（参加者 7人）
主な内容
・廃屋処理助成について
・有害鳥獣問題、鹿の被害対策について
・旧西原環境研修棟、こども宿泊体験　その他
（参加者 11人）
主な内容
・小中高一貫教育における高校のあり方について
・生涯学習における今後のあり方
・いじめ、自殺予防の本町のあり方　その他　
（参加者 8人）
主な内容
・活き生き商品券の発行について
・年末謝恩大売り出し「生活応援セール」事業支援
・水鉄砲選手権大会への助成　その他
（参加者 16人）

主な内容
・花火大会の継続について
・職員の仕事意欲、町づくりへの提言について
・そばまつりの今後について　その他
（参加者 9人）
主な内容
・そばまつりについて
・その他のイベントについて
（参加者 10人）

主な内容
・将来的な道の駅の体制づくりについて
・直売所の組織のあり方について
・その他　本文に掲載
（参加者 7人）

道
の
駅
し
か
お
い

　

11
月
29
日
、「
道
の
駅
し
か
お
い

の
今
後
に
つ
い
て
」
の
テ
ー
マ
で
窪

田
会
長
は
じ
め
直
売
会
役
員
７
名
と

議
会
か
ら
６
名
の
出
席
で
お
呼
ば
れ

懇
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
冬

場
（
１
月
〜
４
月
）
の
販
売
物
が
少

な
く
品
揃
え
が
課
題
と
の
説
明
で
し

た
。

　

今
後
の
経
営
方
法
も
直
営
部
門
の

強
化
、
指
定
管
理
の
導
入
等
が
出
さ

れ
さ
ら
に
検
討
し
た
い
と
の
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。
レ
ス
ト
ラ
ン
部
門

の
予
定
は
無
く
軽
食
の
み
を
提
供

し
、
観
光
情
報
を
充
実
し
て
イ
ベ
ン

ト
的
な
部
門
の
強
化
を
図
り
た
い
と

の
意
向
で
し
た
。　

 

十
字
街
商
店
会

　

11
月
７
日
、
ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
に

て
谷
保
男
会
長
ら
10
人
と
議
会
か
ら

５
人
（
産
業
厚
生
常
任
委
員
会
）
の

出
席
で
お
よ
ば
れ
懇
談
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
テ
ー
マ
は
「
鹿
追
町
の
イ

ベ
ン
ト
の
活
性
化
並
び
に
今
後
の
あ

り
方
に
つ
い
て
」
で
し
た
。

　

主
に
「
そ
ば
祭
り
」
に
つ
い
て
意

見
が
集
中
し
ま
し
た
。
い
ま
や
１
万

食
を
売
り
上
げ
る
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ

た
中
、
今
年
出
店
数
が
４
か
ら
３
に

減
り
、
今
後
い
か
に
出
店
数
を
増
や

し
発
展
さ
せ
る
か
に
つ
い
て
意
見
が

出
ま
し
た
。
こ
の
内
容
は
行
政
を
通

じ
、
そ
ば
祭
り
実
行
委
員
会
に
も
伝

え
て
あ
り
ま
す
。

「
対
話
す
る
議
会
」
を
目
指
し
て

◎
各
委
員
会
で
調
査
し
、
報
告
書
と

　

し
て
提
言
し
た
要
望
、
意
見

・
ご
み
最
終
処
分
場

・
Ｔ
Ｍ
Ｒ
（
士
別
市
、
名
寄
市
）

・
有
害
鳥
獣
問
題
（
士
別
市
）

ま
ち
な
か
会
議
で
の
意
見
・
要
望
を
議
会
内
で
協
議

し
、
町
へ
予
算
化
な
ど
の
働
き
か
け
を
行
い
ま
し
た
。

◎
継
続
的
に
調
査
、
検
討
す
る
事

項・
消
防
の
広
域
化

・
道
の
駅
し
か
お
い
の
将
来
的
な

　

体
制
づ
く
り

道の駅しかおい関係者とのお呼ばれ懇談会

道の駅しかおい関係者とのお呼ばれ懇談会

十字街商店会関係者とのお呼ばれ懇談会



12 月定例会

平
成
24
年
12
月
定
例
議
会
は
、
12
月
５
日
に
開
会
し
て
一
般
会
計

補
正
予
算
、
特
別
会
計
補
正
予
算
な
ど
の
議
案
を
審
査
し
、
全
議

案
原
案
通
り
可
決
し
（
反
対
者
な
し
）
17
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

条　
　

例

　

新
規
条
例
２
件
は
総
務
文
教

常
任
委
員
会
（
安
藤
幹
夫
委
員

長
）
に
付
託
さ
れ
審
査
さ
れ
ま

し
た
。

　

審
議
の
結
果
原
案
の
と
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

新
規
条
例

１
、
長
期
継
続
契
約
を
す
る
こ

　

と
が
で
き
る
条
例

　

地
方
自
治
法
の
規
定
に
も
と

づ
き
、
長
期
に
継
続
し
て
契
約

す
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
も

の
で
、
そ
の
契
約
の
性
質
上
翌

年
度
以
降
に
わ
た
り
契
約
を
し

な
け
れ
ば
事
務
の
支
障
が
あ
る

業
務
が
対
象
。
事
務
用
機
器
や

通
信
機
の
借
入
れ
、
医
療
機
器
、

庁
舎
の
管
理
業
務
に
関
す
る
も

の
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

２
、
鹿
追
町
暴
力
団
排
除
条
例

　

平
成
23
年
４
月
１
日
に
施
行

さ
れ
た
「
北
海
道
暴
力
団
排
除

条
例
」
を
受
け
、
条
例
を
制
定

し
て
道
条
例
を
補
完
し
、
町
の

事
務
事
業
か
ら
暴
力
団
を
排
除

す
る
も
の
で
す
。

補
正
予
算
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■冬はどうしてもデブショウに。メタボにならないための生活習慣予防
の特定検診・健康診断を受けましょう。つぶやき

　

２
億
２
４
８
３
万
円
を
追

加
し
て
、
一
般
会
計
の
予
算

総
額
を
65
億
３
７
８
４
万
円

と
し
ま
し
た
。

　

主
な
補
正
予
算
は
、

○
防
災
ラ
ジ
オ
購
入
費　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

４
６
２
万
円

　

防
災
行
政
無
線
の
戸
別
受

信
機
と
し
て
使
用
で
き
る
防

災
ラ
ジ
オ
を
５
０
０
台
購
入

し
、
町
民
の
皆
様
に
安
価
（
１

台
９
２
４
０
円
の
も
の
を

５
０
０
０
円
負
担
）
で
提
供
し

ま
す
。

○
高
齢
者
専
用
住
宅
備
品
購
入
費　

　
　
　
　
　
　
　

２
１
７
万
円

　

現
在
建
設
中
の
（
医
療
機
関

連
携
型
）
高
齢
者
専
用
住
宅
（
１

棟
４
戸
）
の
備
品
を
購
入
し
ま

す
。

○
ひ
ま
わ
り
セ
ン
タ
ー
縦
型
圧

　

縮
梱
包
機
購
入

　
　
　
　
　
　
　

２
７
３
万
円

　

現
在
同
セ
ン
タ
ー
で
使
用
し

て
い
る
プ
ラ
の
圧
縮
機
が
老
朽

化
し
た
た
め
更
新
す
る
も
の
で

す
。
防
衛
省
の
交
付
金
を
活
用

し
て
整
備
し
ま
す
。

○
鹿
追
保
育
園
遊
具
購
入
費

　
　
　
　
　
　
　

１
６
１
万
円

○
幼
稚
園
遊
具
購
入
費

　
　
　
　
　
　
　

２
３
５
万
円

　

そ
れ
ぞ
れ
不
足
し
て
い
る
遊

具
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、

将
来
の
幼
保
一
体
化
に
備
え
る

も
の
で
す
。
防
衛
省
の
交
付
金

を
活
用
し
て
整
備
す
る
も
の
で

す
。

○
財
政
調
整
基
金
積
立
金

　
　
　
　

１
億
６
０
０
０
万
円

　

平
成
23
年
度
決
算
剰
余
の
２

分
の
１
の
額
を
基
金
（
預
金
）

と
し
て
積
み
立
て
る
も
の
で
す
。

　

病
院
会
計
で
は
、

○
低
周
波
治
療
器
購
入
費

　
　
　
　
　
　
　

２
１
０
万
円

　

町
立
病
院
リ
ハ
ビ
リ
部
門
に

お
け
る
治
療
能
力
向
上
の
た
め
、

治
療
機
器
を
更
新
す
る
も
の
で

す
。
防
衛
省
の
交
付
金
を
活
用

し
て
整
備
し
ま
す
。

瓜
幕
バ
イ
オ
中
間
報
告

　

　

瓜
幕
バ
イ
オ
ガ
ス
調
査
等
特
別

委
員
会
（
上
嶋
和
志
委
員
長
）
は
、

７
月
４
日
〜
５
日
、
先
進
地
で
あ

る
㈲
デ
リ
バ
リ
ー
フ
ィ
ー
ド
セ
ン

タ
ー
名
寄
及
び
稚
内
市
バ
イ
オ
エ

ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
を
視
察
し
次

の
通
り
12
月
定
例
議
会
で
中
間
の

委
員
会
視
察
報
告
を
し
ま
し
た
。

【
調
査
目
的
】

　

鹿
追
町
で
は
、
平
成
19
年
度
に

環
境
保
全
セ
ン
タ
ー
を
整
備
し
、

バ
イ
オ
ガ
ス
に
係
る
家
畜
糞
尿
の

処
理
を
行
い
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
生
成
、

消
化
液
（
有
機
質
肥
料
）
製
造
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
瓜
幕

地
区
か
ら
の
要
望
を
受
け
て
、
瓜

幕
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
の
建
設

検
討
を
進
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、

他
町
村
の
先
駆
的
な
取
り
組
み
を

学
び
、
知
識
の
習
得
と
実
践
に
向

け
た
事
例
を
研
修
し
ま
し
た
。

【
考　

察
】

１
、
名
寄
で
は
、
消
化
液
の
散
布

に
ト
ラ
ク
タ
ー
牽
引
の
タ
ン
カ
ー

に
よ
り
ス
プ
ラ
ッ
シ
ュ
プ
レ
ー
ト

式
散
布
（
消
化
液
を
圧
力
に
よ
り

ノ
ズ
ル
か
ら
射
出
し
、
反
射
板
に

当
て
て
分
散
さ
せ
る
）
が
行
わ
れ

て
い
ま
し
た
が
鹿
追
で
行
わ
れ
て

い
ま
す
バ
ン
ド
ス
プ
レ
ッ
タ
方
式

（
消
化
液
を
数
十
本
の
ホ
ー
ス
に

分
配
し
、
地
表
付
近
で
流
下
さ
せ

る
）
よ
り
大
変
迅
速
に
行
わ
れ
て

い
ま
し
た
。
臭
い
と
施
肥
量
の
正

確
さ
に
課
題
は
あ
り
ま
す
が
散
布

時
間
は
、
格
段
に
短
い
も
の
で
す
。

鹿
追
町
で
の
検
討
が
必
要
と
考
え

ま
す
。

２
、
稚
内
で
の
コ•

ジ
ェ
ネ
発
電

機
は
、
国
産
が
使
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
現
在
国
内
メ
ー
カ
ー
で
は
大

容
量
の
発
電
機
は
開
発
途
上
で
す

が
維
持
費
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
つ

い
て
は
海
外
製
よ
り
優
位
に
な
る

と
思
わ
れ
る
の
で
将
来
に
つ
い
て

は
国
産
も
視
野
に
入
れ
る
こ
と
が

必
要
と
考
え
ま
す
。

３
、
稚
内
市
バ
イ
オ
エ
ネ
ル
ギ
ー

セ
ン
タ
ー
で
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
は
、

建
設
や
維
持
管
理
、
運
営
等
を
民

間
の
資
金
、
経
営
能
力
、
技
術
力

な
ど
を
活
用
し
て
行
う
も
の
で
あ

り
可
能
で
あ
れ
ば
鹿
追
町
で
も
検

討
す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
ま

す
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
我
町
で
は

バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
の
余
剰

熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
作

物
栽
培
な
ど
、
雇
用
が
創
出
す

さ
れ
る
環
境
作
り
が
重
要
と
考

え
ま
す
。

㈲デリバリーフィードセンター名寄

稚内市バイオエネルギーセンター



町
政
を
問
う
。

町
政
を
問
う
。

冬期災害時の対応について

一般質問

狩野　正雄議員

（
質
問
）

　

11
月
27
日
か
ら
28
日
の
暴

風
雪
に
よ
り
、
室
蘭
市
・
登

別
市
に
お
い
て
大
規
模
な
停

電
が
発
生
し
た
。

　

暖
房
器
具
や
生
活
の
全
て

が
電
気
に
よ
り
制
御
さ
れ
て

い
る
現
在
、
事
態
は
深
刻
で

あ
る
。
冬
期
間
に
お
け
る

災
害
時
の
対
応
を
住
民
と
し 狩野正雄議員

（
答
弁
）
吉
田
町
長

　

自
分
の
身
を
守
る
こ
と
。

災
害
に
備
え
３
日
分
の
食

料
。
特
に
冬
の
災
害
・
停

電
対
策
と
し
て
電
気
な
し

で
使
え
る
灯
油
ス
ト
ー
ブ
。

ラ
ジ
オ
付
き
防
災
無
線
。

基
幹
産
業
で
あ
る
酪
農
に

お
い
て
は
、
不
測
事
態
に

備
え
非
常
用
発
電
装
置
が

必
要
。

て
、
地
域
と
し
て
、
町
と
し

て
ど
の
よ
う
に
備
え
る
事
が

必
要
か
。

　

自
助
と
し
て
普
段
か
ら
準

備
し
て
お
く
事
は
。

飯沼新吾議員
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史跡、名所の保存活用に対する検討の
経過は・・・

飯沼　新吾議員

２
人
の
議
員
が
一
般
質
問

QA
防　災

停
電
・
災
害
対
策
は

つぶやき

QA
歴　史

史
跡
、
名
所
の
活
用

防
災
対
策
強
化
を
計
画

（
質
問
）

　

現
在
、
町
の
文
化
財
は


白
蛇
姫
舞
い

拓
殖
鉄
道
蒸

気
機
関
車

拓
殖
、
河
西
鉄

道
の
交
差
橋
跡
で
、
未
だ
掘

り
起
こ
さ
れ
い
な
い
も
の
も

た
く
さ
ん
あ
る
と
考
え
る
。

　

ま
た
、
町
で
は
ジ
オ
パ
ー

ク
の
認
定
も
目
指
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
今
後
の
史
跡

名
所
へ
の
考
え
方
に
つ
い
て

お
尋
ね
す
る
。

（
答
弁
）
吉
田
町
長

　

町
内
に
は
時
間
の
経
過
と

と
も
に
風
化
す
る
有
形
物
が

あ
る
が
、
後
世
に
ど
の
よ
う

な
形
で
伝
え
る
か
判
断
が
必

要
。
町
文
化
財
保
護
審
議
会

を
開
催
し
、
掘
り
起
こ
し
調

査
を
実
施
。
情
報
収
集
の
結

果
、
戦
時
中
に
使
用
さ
れ
た

「
実
弾
射
撃
場
跡
」
を
確
認
。

今
後
の
取
り
扱
い
を
検
討
、

協
議
中
。
史
跡
等
の
写
真
、

概
要
解
説
等
の
資
料
集
の
作

成
が
必
要
と
考
え
る
。

　

ジ
オ
パ
ー
ク
も
多
く
の
人

に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
考

え
る
。

（
答
弁
）
大
前
社
会
教
育
課
長

　

全
町
的
な
掘
り
起
こ
し
は

行
っ
て
い
な
い
。
実
弾
射
撃

場
以
外
に
発
見
し
た
も
の
は

な
い
。

　

で
き
る
だ
け
、
写
真
や
貴

重
な
資
料
を
整
理
し
保
存
を

行
う
。
保
存
方
法
も
教
育
委

員
会
と
も
充
分
に
相
談
し
な

が
ら
検
討
し
て
い
く
。

必
要
な
対
応
を
考
え
る

（
質
問
）

　

共
助
と
し
て
の
地
域
や
防

災
組
織
の
あ
り
方

■昨年のビートの糖分が過去最低。記録的な暑さで秋に気温が下がらなかった
事が原因とか。夏は暑く、秋は寒くメリハリが大事なようです。

（
答
弁
）
吉
田
町
長

　
　

25
年
４
月
１
日
か
ら

「
地
域
防
災
委
員
制
度
」
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
日
頃
か

ら
高
齢
の
方
や
要
援
護
者

の
「
安
否
確
認
」「
声
掛
け
」

を
行
い
、
地
域
が
地
域
を

守
る
防
災
意
識
の
高
揚
を

図
る
。

（
質
問
）

　

公
助
と
し
て
災
害
装
備
品

の
備
蓄
、
防
災
協
定
の
状
況

（
答
弁
）
吉
田
町
長

　

防
災
備
品
の
備
蓄
目
標

を
６
８
０
人
と
し
て
設
定

し
て
い
る
。
来
年
度
以
降

の
事
業
と
し
て
災
害
時
の

（
質
問
）

　

掘
り
起
こ
し
を
進
め
る
中

で
、
ど
う
い
っ
た
形
で
公
募

や
応
募
を
行
っ
た
の
か
。 　

（
質
問
）

　

31
カ
所
の
史
跡
・
名
所
の

看
板
の
立
て
替
え
は
。

（
答
弁
）
大
前
社
会
教
育
課
長

　

記
念
碑
等
の
看
板
の
設
置

は
必
要
な
い
と
考
え
る
。
鉄

道
の
交
差
橋
跡
、
鹿
追
の
発

祥
地
に
つ
い
て
は
看
板
を
設

置
し
わ
か
り
や
す
い
方
法
を

考
え
る
。

拠
点
施
設
と
な
る
役
場
庁

舎
の
耐
震
改
修
、
自
家
発

電
装
置
、
防
災
備
蓄
庫
の

設
置
な
ど
防
災
対
策
強
化

を
計
画
し
て
い
る
。

　

防
災
協
定
で
は
「
北
海

道
及
び
市
町
村
相
互
協
定
」

な
ど
３
２
の
協
定
を
締
結

し
災
害
時
の
支
援
を
可
能

に
し
て
い
る
。

　

ま
た
都
市
と
の
協
定
も

物
資
調
達
な
ど
で
有
効
で

あ
り
、「
防
災
協
定
を
含
め

た
友
好
姉
妹
都
市
締
結
」

の
検
討
も
進
め
た
い
。

全
員
協
議
会

　

12
月
定
例
議
会
の
開
催
を
控
え
た
11
月
26
日
に
、
町
よ
り

防
災
に
関
す
る
次
の
制
度
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

防
災
委
員
は
、
各
行
政
区

か
ら
の
推
薦
に
基
づ
き
町
長

が
指
定
し
ま
す
。
任
期
は
２

年
で
す
。　

　

突
然
の
災
害
に
見
舞
わ
れ

た
と
き
、
大
き
な
被
害
を
受

け
や
す
い
高
齢
者
、
子
ど
も
、

障
が
い
者
、
傷
病
者
、
外
国

人
な
ど
手
助
け
が
必
要
な
人

に
地
域
と
関
係
機
関
が
情
報

を
共
有
し
て
連
携
し
、
支
援

す
る
制
度
で
す
。

　

内
容
は
、

１
、
災
害
時
、
要
援
護
者
の

　

身
に
な
っ
て
防
災
環
境
の

　

点
検
を
実
施
。

２
、
隣
近
所
で
助
け
合
い
避

　

難
誘
導
。

鹿
追
町
地
域
防
災
委
員
制
度

　

災
害
が
発
生
し
た
と
き

「
自
ら
の
命
は
自
ら
が
守
る
」

と
い
う
自
助
と
、「
自
分
た

ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守

る
」
と
い
う
共
助
の
考
え
方

が
重
要
に
な
り
ま
す
。

　

３
・
11
の
大
震
災
を
教
訓

に
、
防
災
意
識
が
高
ま
る
中

平
成
25
年
４
月
よ
り
鹿
追
町

地
域
防
災
委
員
制
度
が
創
設

さ
れ
ま
す
。

　

設
置
の
目
的
は
、

１
、
防
災
意
識
の
高
揚
を
図

　

る
。

２
、
防
災
訓
練
や
研
修
会
へ

　

の
参
加
、
習
得
し
た
知
識

　

の
啓
発
。

３
、
地
域
自
主
防
災
組
織
の

　

育
成
。

４
、
要
援
護
者
の
把
握
と
近

　

況
の
確
認
。

災
害
時
要
援
護
者
支
援
制
度

３
、
不
安
な
状
況
に
置
か
れ

　

て
い
る
人
の
立
場
に
な
り

　

支
援
す
る
心
構
え
を
。　

　

困
っ
た
時
に
こ
そ
温
か
い

　

気
持
ち
が
大
切
。

４
、
日
頃
か
ら
積
極
的
な
コ

　

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
支

　

援
活
動
を
円
滑
に
。

　

防
災
委
員
の
役
割
が
重
要

　

に
な
り
ま
す
。



議会だより しかおい 82013年 1月号第 117号 88議会だより しかおい9 2013年 1月号第 117号
議会
201 つぶやき ■非常食の試食をした。技術の進歩はすごく水を入れるだけでゴハンが、缶詰

のパンはうまい。備えてみよう。

地域おこし協力隊の若者 が町で活動しているんです。
協
力
隊
に
応
募
し
た
き
っ
か
け
は
？

　

自
然
環
境
の
豊
か
な
所
で
の
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
起
業
を
考
え
、
起
業

地
で
の
人
間
関
係
の
構
築
と
い
う

課
題
に
つ
い
て
思
案
し
て
い
ま
し

た
。
そ
ん
な
折
、
鹿
追
町
で
地
域

お
こ
し
協
力
隊
の
募
集
を
し
て
い

る
こ
と
を
知
り
応
募
し
ま
し
た
。

な
ぜ
鹿
追
町
を
選
び
ま
し
た
か
？

　

隣
町
の
音
更
町
に
親
が
住
ん
で

お
り
、
何
か
あ
っ
て
も
駆
け
つ
け

る
こ
と
が
で
き
る
距
離
で
あ
る
こ

と
。
素
晴
ら
し
い
自
然
環
境
が
あ

る
こ
と
。
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
起
業
の

余
地
を
含
ん
で
い
る
こ
と
。
以
上

の
３
点
を
考
慮
し
、
鹿
追
町
を
選

び
ま
し
た
。

ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い
ま
す
か
？

　

町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
社

会
教
育
係
で
、
ジ
オ
パ
ー
ク
の
担

当
と
し
て
働
い
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
し
か
お
い
ジ
オ

パ
ー
ク
推
進
協
議
会
事
務
局
と
し

て
計
画
の
立
案
と
実
行
、
各
関
係

機
関
と
の
連
携
、
広
報
誌
の
作
成

な
ど
の
実
務
一
般
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

今
後
は
、
福
祉
や
環
境
ア
セ
ス

メ
ン
ト
調
査
の
経
験
と
、
大
学
で

学
ん
だ
考
古
学
と
学
芸
員
の
資
格

を
生
か
し
な
が
ら
、「
あ
な
た
が
協

力
隊
と
し
て
来
て
く
れ
て
良
か
っ

た
」
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う

な
活
動
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

鹿
追
町
に
住
ん
だ
感
想
は
い
か
が

で
す
か
？

　

移
住
し
て
か
ら
ま
だ
４
ヶ
月
で

す
が
、
実
際
に
住
ん
で
み
て
の
第

一
印
象
は
、「
お
金
の
あ
る
町
だ
な

あ
！
」
で
し
た
。
町
営
の
乗
馬
場

や
年
中
使
用
可
能
な
温
水
プ
ー
ル
、

大
き
な
美
術
館
な
ど
、
町
の
規
模

か
ら
考
え
る
と
公
共
施
設
が
非
常

に
充
実
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
車

が
あ
れ
ば
音
更
や
帯
広
ま
で
近
く
、

買
い
物
等
で
不
自
由
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

鹿
追
町
は
、
私
の
好
き
な
野
山

遊
び
も
沢
山
で
き
る
環
境
が
あ
る

の
で
、
今
後
も
大
き
な
楽
し
み
が

あ
り
ま
す
。

自
分
自
身
の
想
い
は
？

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
起
業
へ
の
足
が

か
り
と
し
て
「
地
域
お
こ
し
協
力

隊
」
に
応
募
し
、
鹿
追
町
に
や
っ

て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
現
在
ジ

オ
パ
ー
ク
担
当
と
し
て
業
務
に

当
っ
て
い
ま
す
。
ま
っ
た
く
畑
違

い
の
仕
事
で
は
あ
り
ま
す
が
、「
何

か
を
繋
ぐ
」
と
い
う
意
味
で
は
共

通
の
仕
事
で
周
り
の
方
に
助
け
ら

れ
な
が
ら
、
楽
し
く
責
任
感
を
持
っ

て
働
い
て
ま
す
。

　

そ
し
て
鹿
追
町
の
皆
様
、
こ
れ

か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

味
を
持
ち
応
募
し
ま
し
た
。

な
ぜ
鹿
追
町
を
選
び
ま
し
た
か
？

　

募
集
し
て
い
る
協
力
隊
員
の
業

務
が
「
子
ど
も
た
ち
と
か
か
わ
る
」

と
い
う
、
学
童
ク
ラ
ブ
で
勤
務
し

て
い
た
経
験
を
活
か
せ
る
も
の

だ
っ
た
か
ら
で
す
。

ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い
ま
す
か
？

　
「
鹿
追
町
子
ど
も
宿
泊
体
験
交
流

協
議
会
」
に
関
す
る
仕
事
で
す
。

最
近
で
は
、
11
月
に
東
京
都
台
東

区
に
鹿
追
町
の
児
童
を
２
泊
３
日

で
派
遣
し
た
事
業
の
児
童
引
率
や
、

そ
れ
に
関
す
る
事
務
を
し
ま
し
た
。

小
学
６
年
生
を
10
人
、
も
う
１
人

の
職
員
の
方
と
引
率
し
ま
し
た
。

ケ
ガ
な
く
研
修
を
終
え
ら
れ
て
本

当
に
良
か
っ
た
で
す
。

　
「
鹿
追
町
子
ど
も
宿
泊
体
験
交
流

協
議
会
」
と
は
、
都
市
な
ど
か
ら

農
村
地
域
で
の
子
ど
も
の
宿
泊
体

験
活
動
を
受
け
入
れ
て
い
く
こ
と

で
、
子
ど
も
た
ち
の
情
操
教
育
や

地
域
へ
の
経
済
効
果
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
な
ど
鹿
追
町
の
活
性
化
に

つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

　

８
月
に
福
島
県
飯
舘
村
の
14
名

の
児
童
を
受
け
入
れ
た
東
北
被
災

地
子
ど
も
受
け
入
れ
事
業
や
、
子

ど
も
農
山
漁
村
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
と
し
て
、
都
市
部
の
児
童
の
宿

泊
体
験
を
鹿
追
町
で
受
け
入
れ
る

こ
と
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
役
場
の
企
画
開
発
係
に

所
属
し
て
い
る
の
で
、
係
の
仕
事

も
し
て
い
ま
す
。
鹿
追
町
に
来
て

担
当
し
た
係
の
仕
事
と
し
て
は
「
我

が
町
の
姿
」
と
い
う
町
の
統
計
資

料
の
編
集
で
す
。
私
が
打
ち
込
ん

だ
デ
ー
タ
や
グ
ラ
フ
な
ど
が
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
載
っ
た
時
は
、
嬉
し

い
の
と
同
時
に
、
間
違
い
は
許
さ

れ
な
い
と
い
う
緊
張
も
あ
り
ま
し

た
。

鹿
追
町
に
住
ん
だ
感
想
は
い
か
が

で
す
か
？

　
「
美
味
し
い
も
の
が
多
い
な
ぁ
」

と
い
う
こ
と
で
す
。
農
産
物
は
も

ち
ろ
ん
で
す
が
、
お
し
ゃ
れ
で
美

味
し
い
飲
食
店
が
多
い
の
で
、
お

店
巡
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

自
分
自
身
の
今
後
へ
の
想
い
は
？

　

協
力
隊
終
了
後
も
、
こ
の
ま
ま

鹿
追
町
に
残
っ
て
働
い
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
と

か
か
わ
る
の
が
好
き
な
の
で
、
そ

の
よ
う
な
職
に
就
け
れ
ば
い
い
な

と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
だ
時
間
は

残
さ
れ
て
い
る
の
で
、
地
域
お
こ

し
協
力
隊
員
と
し
て
携
わ
っ
た
仕

事
の
中
か
ら
、
自
分
の
適
性
を
見

つ
け
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

一般質問で導入を提案された「地域おこし協力　隊」。現在、2名の隊員が鹿追町で活躍しています。大

西さんは「ジオパーク」、唐
とうはら

原さんは「子ども宿　泊体験交流」とそれぞれの分野で活動をはじめました。

町教委社会教育課　
大西　潤さん

（年齢）

３５歳
（出身地）

上士幌町
（家族構成）

妻と生後 4 ヶ月の女の子
（前職）

ディサービス所長、ケアマネージャー
（趣味）

夏は登山と温泉めぐり、
冬はスノーボード。一人
で雪洞に泊まることも。

「
ジ
オ
パ
ー
ク
で
繋つ

な
ぐ
」

「
子
ど
も
の
交
流
の

　

一
助
に
な
り
た
い
」

町企画財政課
唐
とうはら

原　香奈さん
（年齢）

２５歳
（出身地）

千歳市、育ったのは恵庭市
（家族構成）

両親と妹の 4 人家族
（前職）

恵庭市学童クラブ指導員
（趣味）

料理

協
力
隊
に
応
募
し
た
き
っ
か
け
は
？

　

偶
然
見
た
転
職
の
サ
イ
ト
で
協

力
隊
を
知
り
ま
し
た
。
今
ま
で
実

家
か
ら
離
れ
て
生
活
を
し
た
こ
と

が
な
か
っ
た
の
で
、
別
の
地
域
に

住
ん
で
そ
の
地
域
の
た
め
に
働
く

と
い
う
、
協
力
隊
員
の
仕
事
に
興

鹿追を訪れた福島県飯館村のこども達　農業体験

鹿追を訪れた福島県飯館村のこども達　自然観察

台東区を訪れた鹿追のこども達　
ジオパーク講演会

地球学の体験授業　火山の実験

ジオツアー　地質調査

大
西
潤
さ
ん
に
聞
き
ま
し
た
。

唐と
う
は
ら原

香
奈
さ
ん
に
聞
き
ま
し
た
。

地域おこし協力隊

　地方自治体が都市住民を受け　入れて、「地域協力活動」に従事し
てもらい、あわせてその定住・　定着を図りながら、地域の活性化
を行う総務省の事業です。活動　期間は最長で３年、道内では今年
の７月現在で３５市町村、７４人　が協力隊員として活動中です。特別
交付税による財源措置　　　　　　　　　を受けています。　



編 集  後  記
議会広報広聴常任委員会

広報部会

部 会 長 狩野　正雄

副部会長　武藤　敦則

部  会  員　台蔵　征一

　　　　　上嶋　和志

　　　　　山岸　　宏

　2012 年は 5月の大雨、夏の猛暑、雨続きの 11月と農業にとっては過酷な気
象状況でした。それでも鹿追町農業の粗生産高は史上最高を更新しました。底力
を感じますがＴＰＰが結ばれるとそんな鹿追町農業も立ち行かなくなります。議
会では 2度にわたり政府へのＴＰＰ反対の意見書送付を行うなど、鹿追町農業
のためＴＰＰには反対の立場を明確にしています。今後も全会一致で例外なき関
税撤廃を前提とするＴＰＰ交渉の参加には、反対していきます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議会広報部会員　上嶋　和志

私
た
ち
の
町
議
会
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鹿
追
高
校
カ
ナ
ダ
研
修
報
告
会

　

２
０
０
８
年
か
ら
休
業
中
の
然

別
峡
か
ん
の
温
泉
が
、
大
樹
町
の

勝か
つ
み海

電
気
の
関
連
会
社
「
鹿
追

ホ
ッ
ト
ス
プ
リ
ン
グ
ス
」
の
手
に

よ
り
再
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
道
内
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

の
秘
湯
と
し
て
知
ら
れ
、
ま
た
多

く
の
人
か
ら
も
「
か
ん
の
の
湯
で

治
ら
ぬ
病
は
、
無
い
」
と
ま
で
言

わ
れ
て
い
た
ほ
ど
親
し
ま
れ
て
い

た
名
湯
。

　

一
日
も
早
い
再
開
が
望
ま
れ
ま

す
。

名
湯
か
ん
の
温
泉
が

　
　

今
春
再
開
し
ま
す
。

鹿追ホットスプリングス
　勝

かつみ

海敏正社長

　

ス
ト
ニ
ー
プ
レ
イ
ン
の
人
た
ち

は
、
皆
さ
ん
私
た
ち
に
と
て
も
フ
レ

ン
ド
リ
ー
に
接
し
て
く
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
英
語
を
も
っ
と
勉
強
し

カ
ナ
ダ
や
他
の
国
の
人
た
ち
と
、
充

分
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ

る
よ
う
に
し
た
い
。

鹿追高校 1年 A組
大野　日向君

　

昨
年
11
月
に
、
環
境
省
な
ど
の
許

可
が
お
り
、
施
設
の
解
体
を
行
っ
て

い
ま
す
。
５
月
下
旬
よ
り
、
日
帰
り

入
浴
、
翌
年
に
ひ
な
び
た
雰
囲
気
を

大
事
に
し
た
長
期
滞
在
が
で
き
る
宿

泊
施
設
と
し
て
開
業
す
る
つ
も
り
。

電
気
は
小
水
力
発
電
な
ど
で
自
給
自

足
し
た
い
。
全
国
の
温
泉
フ
ァ
ン
や

鹿
追
町
民
の
熱
い
期
待
に
こ
た
え
ら

れ
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

し
か
お
い
議
会
だ
よ
り

　

 

平
成
24
年
度
の
鹿
追
高
校
生

カ
ナ
ダ
短
期
留
学
派
遣
事
業
報
告

会
が
12
月
13
日
に
町
民
ホ
ー
ル
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
保
護
者
や
町
内

の
中
学
２
年
生
、
来
賓
な
ど
約

１
８
０
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
で
17
回
を
数
え
る
派
遣
事

業
は
、
10
月
５
日
〜
18
日
に
わ
た

り
町
の
姉
妹
都
市
ス
ト
ニ
ー
プ

レ
ィ
ン
町
を
訪
問
し
ホ
ー
ム
ス

テ
ィ
し
な
が
ら
地
元
の
高
校
へ
の

体
験
入
学
や
交
流
事
業
を
行
い
ま

し
た
。
報
告
会
で
は
ス
ラ
イ
ド
や

ビ
デ
オ
を
使
い
カ
ナ
ダ
で
の
生
活

を
紹
介
し
、
ま
た
日
本
と
の
食
の

違
い
に
つ
い
て
の
研
究
発
表
が
行

わ
れ
ま
し
た
。


